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議案補充説明】

認定第4号令和2年度三蓑県病院事業決算
「決算審査意見に対する考え方について」

令和3年 10月26日

病院事業庁



【
ヨ
時
価
組
問
削
湿
〕

債権処理計画(令和2年度実績・令和3年度目標)について

様式(実績2)

全盟主主皇
1部局長等名

1 

債権処理計蘭(実績回総括票)

病院事業庁長

県立病院課2 取りまとめ担当課名

滞納債権の現状

3 令和2年度実績

A 令実和緩元年度 B さ話相 C年令度和発2年生度分 目 療 D(2年婁度輔発(令生相分2を年除度〈末。)) E 2潮年来度残発高生分 ド令和2年度末
(令和元年度末) (2 を除<0) 日-D+E

債権の性格 種別 処理額 来5寄額 処理額 罰収率・盤現率 処理額 回収車整理率 毘欄連成車 金額 金額 主な債権

処理件数 未済件数 処理件数 全体比 前隼比 処理件数 0/全体B(比%) 前年比 D/C(同) 件数 件数C/8(%) ロ/A(%) D〆〆"A(%)

3-1 
回収対象

円 伺 閤陣取 円 固，..  

件 件 ••• 件 密，.率

整理対象
伺 開 費調関色 阿 霊型車

強制徴収
件 件 件

公債権 ••• 聾議事

言十
。門 伺 。門 処理事 日阿 四皐 門 OF'l 

日件 件 。件 処理事 0'キ 処理皐 イキ 日件

3-2 
回収対象

円 門 間H阪司区 伺 図収率

件 件 酬率 イキ 酔寧

整理対象
円 円 富調回忌 円 監理事

非強制徴収
件 一-ーー 件 ，"'電車 件

公債権
護規事

言十
O阿 同 0何 処粗司区 O阿 処檀寧 同 。伺

。件 件 。件 処程. O件 処電車 件 O件

3-3 
回収対象

5，510，190円 5，169，565 F'I 玄収率 93.8 7，231，251 F'I 園川2巨 131.2 139.9 
50件 23 ，牛 箇湖a解 46.0 42件 包刈. 84.0 182.6 

整理対象
3，086，655問 1，580，033阿 盟理皐 51.2 1，386，982門 霊場思 44.9 87.8 

私債権 13件 11件 '要理率 84.6 11件 盤理事 84.6 100.0 

富十
8，596，845門 63，238，338門 6，749，598阿 処理率 10.7 78.5 8，618，233月 処理事 13.6 100.2 127.7 3，175，583門 57，795，688同
63件 437件 34件 処礎調巨 7.8 54.0 53件 処理. 12.1 84.1 155.9 42件 426件

回収対象
5，510，190 F'I 5，169，565拘 醐調臨 93.8 7，231，251円 回調昆 131.2 139.9 
50件 23件 国昭司区 46.0 42 ，キ 回限率 84.0 182.6 

合計 整理対象
3，086，655円 1，580，033 F'I 皇軍寧 51.2 1，386，982門 ..砲事 44.9 87.8 
13件 11件 重理皐 84.6 11件 盤現率 84.6 100.0 

言十
8，596，845円 63，238，338河 6，749，598同 処理事 10.7 78.5 8，618，233門 処理事 13.6 100.2 127.7 3，175，583円 57.795，688同
63件 437件 34件 処理事 7.8 54.0 53件 組理皐 12.1 84.1 155.9 42 ，牛 426件
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取
回収対象債権について、積極的に納付の督促等を実施する。

手E
方
針

B 

取
債務者に対して、書菌、電話、面談等により督促等在行い阜期の納付を促すとともに、支払

組
督促、強制執行及び弁護士への隠収業務委託を実施しました。

成
そうした結果、令和2年度中において7，232千円の債権を回収することができました。

果

1債権名 県立病院使用料等

2債権の性格 私債権

3 債権の概要 な県い立使病用践料で等診療(三、処置等を受けた者が納付しなければなら
重県病院事業条例)

4 滞納となった要因箸 患者の生活罰窮

5 部局長等名 病院事業庁長

6 所管謀等名 県立病院諜

債権処理計画(実績・値粟)

様式(実績1)

令和2年度

滞納債権の現状

A 令和z年度
(令和B元当年初度末)

C令和2年度巨 標 D 実績(令和2年度末) E 2年度発生分 F令和2年度末
実績 (2年度発生分を除く。) (2年度発生分を除く。) 期末残高 8一口+E

債権の性格 種別
処理額 未済額 処理額 回収率圃整理率 処理額 間収率・整理率 目標達成率 金額 金額

処理件数 未済件数 処理件数 全体比 前年比 処理件数
全体比 前年比 D/C(拍} 件数 件数C/B作品) C/A(%) 0/8(%) 0/削%)

9-3 
毘収対象

5，510，190円 5，169，565門 額収率 93.8 7，231，251円 闘~，巨 131.2 139.9 

50件 23件 周収率 46.0 42件 闘収'" 84.0 182.6 

整理対象
3，086，655円 1，580，033円 .. 理$ 51.2 1，386，982円 盤種率 44.9 87.8 

私債権 13件 11件 鐙理事 84.6 11件 .. 理率 84.6 100.0 

言十
8，596，845円 63，238，338問 6，749，598円 処理率 10.7 78.5 8，618，233円 処理事 13.6 100.2 127.7 3，175，583円 57，795，688円

63件 437件 34件 処理率 7.8 54.0 53件 処覆率 12.1 84.1 155.9 42件 426件

回収対象
5，510，190円 5，169，565円 自収箪 93.8 7，231，251円 @，民事 131.2 139.9 
50件 23件 菌根率 46.0 42件 包限定率 84.0 182.6 

合計 整理対象
3，086，655門 1，580，033円 釜理事 51.2 1，386，982問 .. 電車 44.9 87.8 
13件 11件 費支塁率 84.6 11件 鐙理事 84.6 100.0 

言十
8，596，845円 63，238，338円 6，749，598円 処漫a巨 10.7 78.5 8，618，233円 処理皐 13.6 100.2 127.7 3，175，583円 57，795，688円

63件 437件 34件 処理率 7.8 54.0 53件 処理事 12.1 84.1 155.9 42件 426件

9 令和2年度実績'" 
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債権処理計画(自標・総括票)

病院事業庁長

様式(罰標2)

令和3年度

1部局長等名

県立病院課2取りまとめ担当諜名

滞納債権の現状

3 令和3年度包標

B令和3年度毘 標 C令和3年度当初に存在する債
A令和2年度末 (3年度発生分を除<.) 権にかかる令和2年度処理額

(2年度発生卦を除<.)
債権の性格 種別 未済額 処理額 回収事・整理率 処理額

主な債権

未済件数 処寝件数
会体比 例年比 処理件数
B/A(%) B/C(%) 

3 1 
包収

円幽収率 円

件関収率 件

整理
円霊寝* 円

強制徴収
件隻理事 件

公債権

言十
円 。 円 処理担率 。円

件 。 件処理寧 。件

3-2 
回収

円 @収率 円

件趨収率 件

非強制徴収 整理
円霊瑳率 円

公債権
件 m理事 件

計
円 。 円処理皐 。円

件 。 件処理事 。件

3-3 
回収

5，010，036 円回収事 69.3 7，231，251 円
18 件闘収率 42.9 42 件

整理
675，988 円 ヨ審理率 48.7 1，386，982 円

私債権 3 件 .瑳寧 27.3 11 f牛

言十
57，795，688 円 5，686，024 円処湿事 9.8 66.0 8，618，233 円

426 件 21 件処理率 4.9 39.6 53 件

回収
5，010，036 円環収準 69.3 7，231，251 円
18 件沼収司区 42.9 42 件

合計 整浬
675，988 円整理事 48.7 1，386，982 円
3 件盤察本 27.3 11 件

言十
57，795，688 円 5，686，024 間処罰寧 9.8 66.0 8，618，233 円

426 件 21 件処君寧 4.9 39.6 53 件

仏コ
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回収対象債権について、積極的に納付の督促等を実施する。
連絡が取れない債務者については臨戸訪問を出来る限り実施する。

7
取
組
方
針

1債権名 県立病院使用料等

2債権の性格 私債権

3債権の概要
県立病院で診療、処置等を受けた者が納付しなければなら
ない使用料等(三重県病院事業条例)

4 滞納となった要因等 患者の生活困窮

5 部局長等名 病院事業庁長

6所管課等名 県立病続課

債権処理計画(目標・舘菓)

様式(呂標1) 

令和3年度

滞納債権の現状

8 令和3年度目標

日令和3年度目 標 C令和3年度当初に存在する債
A令和2年度末 権にかかる令和Z年度処理額(3年度発生分を除<0) (2年度発生分を除く。)

債権の性格 種別 未済額 処理額 回収率・整理率 処理額 備考

未済件数 処理件数 全体比 前年比 処理件数B/A円引 B/C(同)

8 3 
回収

5，010，036 円毘級率 69.3 7，231，251 丹

18 件隠収率 42.9 42 j牛

整理
675，988 円型恵理事 48.7 1，386，982 円

私債権 3 件 E監理率 27.3 11 件

言十
57，795，688 円 5，686，024 円処理率 9.8 66.0 8，618，233 円

426 件 21 件処理率 4.9 39.6 53 件

回収
5，010，036 円回収率 69.3 7，231，251 円

18 件闘出2巨 42.9 42 件

合計 整理
675，988 円建理事 48.7 1，386，982 円

3 件翌"'"巨 27.3 11 件

富十
57，795，688 円 5，686，024 円処理本 9.8 66.0 8，618，233 円
426 件 21 件処理事 4.9 39.6 53 i牛

よh



【所管事項説明】

未収金対策について

過年度医業未収金の縮減に向けて、発生防止と回収の両面から対策を実施しています。

( 1 )発生防止

① 早期相談の促進

入院時に、入院費用の説明に加えて高額療養費制度についても説明し、診療費用の支払

いに関する早期相談の促進に努めています。

② 公費負担制度の説明と申請のサポート

診療時や柁談対応時など様々な機会を捉えて、公費負担制度の説明及び申請のサポート

を行っています。

③ 院内各部箸における情報共有と連携

病棟、会計、地域連携室等において、患者の支払いに関する情報の共有を徹底しながら、

早期の対応(面談、早期支払いの働きかけ等)を行っています。

(2)回収

① 連帯保証人を含めた督促・催告の実施

文書及び電話等による督促・催告を、本人に加えて連帯保証人等に対しでも継続的に行

っています。

② 法的措震の実施

病院からの督促等に応じず、理由なく支払わない者に対しては、裁判所が債権者に代わ

って債務者に請求する制度(支払督促)の活用や、給与の差押えなどの強制執行を行って

います。

③ 弁護士法人への回収業務委託

県独自の対応で回収が困難なものについては、弁護士法人に回収業務を委託しています。

【過年度医業未収金の状況] (単位.千円、件)

令和元年度 令和2年度 R2c-Rl 

前年度期末残高 A 68，216 63，238 ム4，978 

当年度発生額 B 3，620 3，176 ム444

当年度減少額 c 8，597 8，618 21 

回収 5， 510 7，231 1， 721 

不納欠損等 3，087 1，387 ム1，700 

当年度期末残高
63，238 57， 796 ム5，442

A+B-C 

当年度期末件数 437 426 ム11
も一一

※千円未満四捨五入のため、合計や差引が合わない場合があります。

5 
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f三重県における補助金等の基本的な在り方等に関する条例」に基づく報告2 

第2-2号様式(条例第6条第1項関係)

交付決定実績調書(5億円以上)

(単依千円)

番号 補助金等の名称
補助事業者の

交付決定額 事業内容 交付の目的、根拠及び理由
実現しようとする政策、施 補勧金等の1付以外

諜(室)名 備考
氏名及び住所 策及び困標 の方法の可能性

2 政策的医療交 公益社団法人 591，500 ェ重県立志摩 (目的・理街) (政策)命を守る 志摩地域の中核病 県立病院
(1 ) 付金 地域医療振興 病院(以下「志 地方公営企業法等で定め (施策)地域医療提供体 院である志摩病院 課

協会 摩病院」とい る一般会計が負担すべき 制の篠保 を指定管理者が、

東京都千代田 う。)の指定管漂 経費として当該交付金を指 (目標)県立摘院による 安定的圃継続的に

区平河町二丁 者である公益社 定管理者に交付することで 良質で満足度の高い医 運営するために

目6番3号 自法人地域医 安定的な政策的医療の実 療サービスの提供 は、必要となる経

療振興協会が 施を担保する。 費に対し、交付金

志摩病院におい (根拠) を交付することが

て政策的医療を 三重県立志摩病院の管理 適当である。

実施するための に関する基本協定書

経費として交付

金を交付する。

(部局名ー病院事業庁)

σ3 
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第2-3号様式(条例第6条第4項関係)

交付決定実績調書(5億円以上、変車分)

(単位ー千円)

番号 補助金等の名称
補助事業者の氏名

事業内容
交付決定額

変更の内容及び理由 課(室)名 備考
及び住所 変更前 変更後

政策的医療交付金 公益社団法人地域医 二重県立志摩病院 561，423 581，124 所要経費の精査1:::よる増額 県立病院課

(1 ) 療振興協会 (以下、「志摩病院」と

東京都千代田区平河 いう。)の指定管環者

町二丁目6番3号 である公益社団法人

地域医療振興協会が

志摩病院において政

策的医療を実施する

ための経費として交

付金を交付する。

(部局名.病院事業庁)

、、i



門
部
時
制
細
川
出
温
】

第3-2号様式(条例第B条第1項鴎係)

補助金等の交付実績

(単位千円)

番号 事務事業名 補助金等の名称 補助事業者等の氏名 交付額 交付の根拠 諜(室)名 備考

1 志摩病院運営事業費 政策的医療父付金 公益社団法人地域医療援 581，124 三重県立i5摩病院の管理に関す 県立病院課

興協会 る基本協定書

2 向上 経営基重量強化交付金 向上 235，797 向上 同よ

(部局名病院事業庁)

'" 
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第3-3号様式(条例第7条隣係)

補助金等評価結果調書

(単位:千円)

番号 補助金等の名称
補助事業者等の氏名及び

当初交付決定額 交付実績額 評価結果 謀(室)名 備考
住所

2…2 政策的震療交付金 公主主社団法人地域医療 561，423 581，124 (根拠) 県立病院課

振興協会 三重県立志摩病院の管理に関する基本協定書

東京都千代田1&平河町 (公益性)
二丁目6番3号 志摩地域の中核病院である県立病院として指定管

理者制度導入後においても県民に良質で満足度の

高い医療を安定的・継続的に提供するためのもの

であり、公益性を有する。

(必要性)

地方公営企業法等で定める一般会計が負担すべ

き経費として当該交付金を指定管理者に交付する

ことで安定的な政策医療の実施を担保するため、こ

の交付金の制度は必要である。

(効果)

指定管理者の運営のもと、当該交付金により志摩

地域の中核病院として、安定的・継続的な医療の提

供に寄与することができた。

(交付基準等の妥当性)

政策的医療の実施等に係る費用として、県が病院

運営を行う場合に適用している一般会計から地方

公営企業会計への繰出金の算定基準に基づき交

付しているものであり、適当である。

(部局名ー病院事業庁)

<:0 
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第3-3号様式(条例第7条関係)

補助金等評価結果調書

(単位:千円)

番号 補助金等の名称
檎助事業者等の氏名及び

当初交付決定額 交付実績額 評価結果 課(嚢)名 備考
住所

3-1 経営基盤強化交付 公益社団法人地域医療 235，797 (根拠) 県立病院課
金

振興協会 三重県立志摩病院の管理に関する基本協定書

東京都千代田区平河町

二丁目6番3号
(公益性)

志摩地域の中核病院である巣立病院として指定管

瑳者制度導入後においても県民に良質で満足度の

高い医療を安定的・継続的に提供するためのもの

であり、公益性を有する。

(必要性)

指定管寝者の経蛍基盤の強化を図ることにより、県

立病院としての安定した医療の提供を確保するた

め、この交付金の制度は必要である。

(効果)

指定管理者の運営のもと、当該交付金により志摩

地域の中核病院として、安定的・継続的な医療の提

供に寄与することができた。

(交付基準等の妥当性)

指定管理者による病院運営において生じた経常損

失の棺当額を交付するものであり、適当である。

(部局名ー病院事業庁)

問時
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【議案補充説明】

1 認定第4号令和2年度三重県病院事業決算

f決算審査意見に対する考え方についてJ

項目|令和2年度決算と中期経営計画に基づく病院事業の運営について
(1) 

意見書

2頁

意見

令和2年度病院事業会計については、新型コロナウイルス感染症(以下 f感染症j

という。)の影響による入院・外来患者数の減少により、医業損益は前年度に比べ約

4億 730万円悪化したが、感染症対策に係る国からの交付金等により一般会計繰入

金が増加したことなどから、収益的収支は約4億4，091万円の黒字となった。また、

未処理欠損金(累積欠損金)は改善があったものの、依然として約88億円と多額で

ある。

「三重県病院事業 中期経営計画(平成29年度~令和 2年度)Jの成果目標につ

いては、感染疲の影響もあり、達成項目は計画期間内で最も少なくなった。そのよ

うな中、令和 3年度からの次期中期経営計画については、令和 2年度において策定

予定であったが、中期的な見通しが困難な状況で、あったことから、令和 3年度の計

画については、計画期間を 1年間延長し単年度計画として策定した。

このため、感染症の状況を踏まえ、感染症が事業運営に与える影響に留意しなが

ら、計画の目標達成に向けて取り組み、医業収益の増加を図るなど、経営の健全化

に努めるとともに、各病院がそれぞれの役割・機能を十分に発揮できるよう、各病

院を取り巻く環境や求められる径療ニーズを踏まえ、次期中期経営計画を策定され

たい。

0 経営の健全化について

令和3年度においても、新型コロナウイルス感染症の影響により患者数は厳しい状況

となっていますが、引き続き、同感染症への対応も含めて県立病院として求められる

役割・機能を担っていけるよう、 i涜内感染防止対策に取り組みながら、診療機能の維持
と収益の確保を図っていきます。

0 次期中期経営計画の策定について

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、先を十分に見通せない状況が続いて

いるため、次期中期経営計額の策定については、同感染症の状況や計画策定の指針とな

る国のガイドライン改定の時期等をふまえて検討していきます。
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【議案補充説明]

自
)
ア

項

G

一

令和2年度決算と中期経営計画に基づく病焼事業の運営

について(こころの医療センター)

意見書

5頁

意見

新型コロナウイルス感染症の影響による入院・外来患者数の減少により、医業収

益は減少したが、感染症対策に係る国からの交付金等により一般会計繰入金が約 6

億 4，697万円増加したことなどから、収益的収支は、前年度に比べ約 4億 922万円

改善し、平成28年度以来4年ぶりとなる約 3億 3，570万円の黒字となったo

平成30年度から進めている経営改善プロジェクトについては、多職種連携による

適切かつ円滑な病床管理による入院診療単価の増加や、地域の医療・福祉施設等と

の連携による長期入院患者の地域移行等の成果が出ていることから、感染症の状況

も踏まえ、引き続き、経営の健全化に努められたい。

また、今後も精神科医療の中核病院として、精神科救急・急性期医療及び認知症

治療、依存症治療等の専門的医療を提供するとともに、 f入院医療中心から地域生活

支援中心へJという精神科医療の方向性を踏まえ、多様な医療ニーズに応じたきめ

細かなサーピスの提供に努められたい。

0 経営の健全化について

新型コロナウイルス感染症の影響などにより、令和3年度においても患者数や医業収

益は厳しい状況が続いていますが、病床管理の徹底や関係機潟との連携により患者の確

保に努め、経営の健全化を図っていきます。

また、同感染症の収束後を見据え、患者ニーズに合わせた病棟・病床運営についても

検討していきます。

0 多様な医療ニーズに応じたきめ細かなサービスの提供について

引き続き、県内の精神科医療における中核病院として、政策的医療や専門的医療の充

実に取り組むとともに、県内の精神科医療人材を育成するため、研修医や看護実習生等

を積極的に受け入れていきます。

また、入|涜時から退院を視野に入れた多職種による支援を行し、ながら早期退院につな

げるとともに、デイケアサービスや訪問看護の充実など地域生活支援を積極的に進め、

入院から退院、在宅まで切れ目のない治療を提供していきます。
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【議案補充説明】

項目
令和2年度決算と中期経営計画に基づく病院事業の運営 意見書

(1) 
について(一志病院) 5頁

ーイ

収益的収支は、前年度に比べ約2，706万円増加し、平成25年度から 8年連続とな

る約1億 7，722万円の黒字となった。

今後も入院・外来患者数の確保や訪問診療等の在宅療養支援、住民健診等の予防

意見
医療の取組を通じて収益の増加を図るなど、引き続き、健全な経営に努められたい。

また、地域の過疎化、高齢化が進み、住民の医療ニーズがより一層高まっている

中、総合診療医やプライマリ・ケアを担う人材育成に取り組むとともに、総合診療

医を中心としたプライマリ・ケアの実践に取り組むなど、引き続き、地域に最適な

医療サービスの安定的な提供に努められたい。

0 健全な病院経営について

地域の診療所、消防機関、福祉施設など医療・介護・予防等の多職種との連携により、

入院・外来患者を確保するとともに、健康教室や糖尿病教室、出前講座等を通じて地域住

民の健康管理意識の向上を図りながら、住民健診、人間ドック及びがん検診の受診者数の

確保にも取り組み収益の増加を図り、健全な経営を進めていきます。

0 人材の育成及び地域に最適な医療サーどスの安定的な提供について

高齢化が進む一方で、医療資源が十分でない津市白山・美杉地域において、引き続き幅

広い臨床能力を有する総合診療医を中心に、入院・外来診療のほか訪問診療、訪問看護等

の在宅療養支援や救急患者の受入れに取り組み、プライマリ・ケアを実践していきます。

また、三重大学等と連携して研修医や医学生を積極的に受け入れるなど、総合診療医の

育成拠点施設としての役割を果たすとともに、プライマリ・ケアエキスパートナース研修

を支援するなど、人材育成に取り組んでいきます。

13 



[議案補充説明]

自
)
ウ
ノ

項

Q

一

令和2年度決算と中期経営計画に基づく病院事業の運営

について(志摩病院)

意見書

5頁

意見

志摩病院では、平成 24年度以降、指定管理者制度により病院経営を行っている

が、令和3年度は現指定期間の最終年度となることから、令和2年度に次期指定期

間(令和 4年度~13 年度)の管理者として、引き続き公益社団法人地域医療振興協

会を指定し、「三重県立志摩病院の管理運営に関する基本協定書Jを締結した。

これまで、稼働病床の段階的増床や内科系救急における 24時間 365誌の受入、小

児救急の一部再開などを実現しているが、外科系における救急受入体制の回復や一

部診療科における常勤医師の配置が進んでいない。

このため、令和3年度は、新たな基本協定を見据え、志摩地域の中核病院として、

地域のニーズや状況に応じた役割・機能を提供できるよう、次期指定期間に向けた

準備を進められたい。また、人口減少など志摩病院を取り巻く環境が変化する中、

医師の確保や診療機能の充実強化等に取り組むことにより、経営改善が着実に進め

られるよう指定管理者に対する指導や支援を行われたい。

0 経営改善に向けた指定管理者に対する指導や支援について

指定管理者制度導入後、入院診療体制や救急受入体制など診療機能の段階的な回復を図

りながら、地域医療支援病続やへき地医療拠点病院としての役割も担い、地域医療の維持

にも貢献してきました。

しかし、全国的な医師不足や診療科偏在等の影響もあり、診療体制の回復は依然として

十分ではないことから、引き続き指定管理者に対して医師の確保を要請するとともに、病

院事業庁としても、指定管理者とともに三重大学に医師派遣を継続的に要青青するなど、

指定管理者と十分連携し、診療機能の充実に努めていきます。

0 次期指定期間に向けた準備について

令和4年度からの次期指定期間については、基本協定において、現行の標祷診療科を基

本としつつ、地域の実情に応じた効率的・効果的な診療体制、診療内容とすることを指定

管理者に求めており、指定管理者と協議・調整しながら準備を進めていきます。
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【議案補充説明】

項目
未収金の回収と発生防止について

意見書

(2) 6頁

令和 2年度末における病院事業庁全体の診療費自己負担金の過年度未収金は、前

年度に比べて約544万円減少し、約5，780万円となっている。

令和 2年度については、電話督促、催告書等の送付及び臨戸訪問を行い、回収閤

意見
難案件については弁護士法人に回収委託を行うなどにより、約 723万円の過年度未

収金を回収しているところであるが、引き続き、早期回収に向けての取組を進めら

れたい。

また、新規の発生額は3年続けて減少したが、令和2年度は約 318万円発生して

いるため、引き続き、未収金の発生防止に取り組まれたい。

0 未収金の早期回収と発生防止について

過年度医業未収金の縮減に向けては、発生l坊止と回収の両面から対策を進めており、
今後も、発生防止については入院時の高額療養費制度や公費負担制度の説明など、回収

については債務者等への督促・催告に加え、法的措霞や回収業務委託も活用して対応す

るなど、効果的で必要な対策を実施していきます。

[発生防止及び回収にかかる主な取組]

( 1 )発生防止

①入院特に、入院費用の説明に加えて高額療養費制度についても説明し、診療費用

の支払いに関する早期相談の促進に努めています。

②診療待や相談対応待など様々な機会を捉えて、公費負担制度の説明及び申請のサ

ポートを行っています。

③病棟、会計、地域連携室等において、患者の支払いに関する情報の共有を徹底し

ながら、早期の対応(商談、早期支払いの働きかけ等)を行っています。

( 2 )回収

①文書及び電話等による督促・催告を、本人に加えて連帯保証人等に対しでも継続

的に行っています0

~病院からの督促等にも応じず、理由なく支払わない者に対しては、裁判所が債権

者に代わって債務者に請求する制度(支払督促)の活用や、給与の差押えなどの

強制執行を行っています。

@県独自の対応で回収が困難なものについては、弁護士法人に回収業務を委託して

います。
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